
 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書（抜粋） 

 

（申請者）波田まちづくり協議会 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

 ⑴ 本年度の交付金事業の報告 

① 事業名： 地域福祉・健康づくり推進事業 

実 施 主 体 絆づくり推進会議、波田まちづくり協議会 

実施日（期間） 令和５年５月～令和６年３月 

実 施 場 所 地区内一円 

事 業 概 要 

１ 地域包括ケアシステムの推進 

⑴ モデル町会推進事業への支援 

    事業実施に係る打合せ会議の開催（５回） 

２ 地域づくりシンポジウムへの支援 

⑴ 地域づくり講演会 

   ア 開催日 

     令和５年８月１９日（土） 

   イ 開催場所 

     波田文化センター アクトホール 

   ウ 内容 

   （ア） 講演１ 

       演題「老い支度講座～「自己点検ノート」を使って老いの準備運動を 

          はじめよう！」～ 

       講師 老い支度クリエータ 石黒 秀喜（ひでのぶ）氏 

   （イ） 講演２ 

       演題「身近で見守り・支えあい～見守り安心ネットワークについて」 

講師 松本市社会福祉協議会 西部地区センター 

⑵ 地域づくりシンポジウム 

    ア 開催日 

     令和６年３月２日（土） 

   イ 開催場所 

     波田文化センター アクトホール 

   ウ 内容 

（ア） モデル町会推進事業 事例発表 

  ２区、２０区、２３区町会 

（イ） 活動報告 「波田くらしの支えあい情報」の検証について 

  波田地区 生活支援員 

（ウ） 講演会 

        演題 「認知症と共に暮らせる社会をつくる～成年後見業務から見えて 

            くるこれからの地域共生のあり方～」 

        講師 松本市行政相談委員：特定行政書士、社会福祉士 

            宮澤 優一 氏 

 

Ｉ 金    800,000 円 



地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

町会役員等や地元で暮らす市民に向けた取組みや支援を進めたことにより、地域

でのつながりが深まった。 

課 題 
地区（町会）の実情等に応じた学ぶ機会の提供、関係機関とより一層の連携・交流

の推進、ボランティアの育成・支援等 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

５００，２８１ 円 ４９０,000 円 円 １０,２８１ 円 

ａ ： 本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ ： 前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ ： この事業に充当したその他の財源の額 

 

② 事業名： 波田地区地域連携事業 

実 施 主 体 各実行委員会組織等、波田まちづくり協議会 

実施日（期間） 令和５年５月～令和６年１１月 

実 施 場 所 波田地区内 

事 業 概 要 

１ 万葉植物園草刈りボランティア作業 

 ⑴ 松本市立病院南西側の万葉植物園について、協議会会員によるボラン 

ティアで草刈り作業を実施した。 

 ⑵ 実施日：６月２５日（日）、８月１９日（土） 

２ 緑化推進への協力 

 ⑴ 波田花のある会の活動に協力し、三溝フラワーゾーンにおける協議会 

区画の維持管理及び実施主体への消耗品代の補助を行った。 

 ⑵ 実施期間：５月～１１月 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

１ 地区内の各種団体と連携し事業活動を活発に行うことで、地域住民の地域づくり 

への参加と主体性を促すことができた。 

２ 事業への支援を行うことで、協議会の運営に主体性が生まれ、自らが住んでいる 

地区を良くしようとする心を育むことができた。 

課 題 

１ 住民や各種団体と連携し、地域課題に対し協働して解決しながら、「生き生きと輝 

くまち」の実現を目指していくことが課題である。 

２ 地域の魅力や財産を継続するため、次に続く人材が必要不可欠であり、担い手

育成の事業に力を入れる必要がある。また、若い方が各種事業に参加する仕組み

を検討する必要がある。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

２５８,４０７ 円 ２５0,000 円 円 ８,４０７ 円 

 

  



 

③ 事業名： 防犯・防災の地域づくり事業 

実 施 主 体 波田まちづくり協議会 

実施日（期間） 令和５年６月～令和６年３月 

実 施 場 所 地区内一円 

事 業 概 要 

１ 防災研修会の開催 

 ⑴ 開催目的 各地で発生している大規模災害を踏まえ、大規模災害に備えるため

の地域の取組みについて情報共有するもの 

 ⑵ 開催時期 ６月２５日（日） 

 ⑶ 経  費 講師謝礼及び啓蒙グッズ作成代 

２ あいさつ運動への協力 

 ⑴ 実施主体 波田中学校生徒会 

 ⑵ 実施時期 ４月～１２月のうち、各月２日間 

 ⑶ 協力内容 中学校生徒会とともに通学の小学生等の道行く方々への声掛け（あ

いさつ）の実施 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

研修会の開催や住民への声掛けを通じて、防犯・防災意識の高揚を図るとともに、

地区の一体感を醸成する。 

課 題 

 住民や各種団体と連携し、地域課題に対し協働して解決しながら、「生き生きと輝く

まち」の実現を目指していくことが課題である。 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

６７，１９０ 円 ６０，０００ 円 円 ７，１９０ 円 

※ 事業が４以上ある場合は、枠を増やして記載すること。 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

 8２５,８７８ 円   800,000 円     円    ２５,８７８ 円 

Ａ ： 各事業のａの合計額 

Ｂ ： 各事業のｂの合計額 

Ｃ ： 各事業のｃの合計額 

 

 

 

 

 

 

  



 

⑵ 本年度の積立実績の報告 

事業名： 

積 立 目 的  

積 立 期 間       年度から    年度まで （本年度   年目） 

積立ての 
目標金額 

円 

積 立 実 績 

区分 積 立 額 
積立事業への 
積立金充当額 

差 引 累 計 

前年度 

までの 

積立経過 

１年目 円 円 円 

２年目 円 円 円 

３年目 円 円 円 

４年目 円 円 円 

５年目 円 円 円 

本年度の積立実績 Ｄ          円 Ｅ          円 Ｆ          円 

合 計 額    

本年度積立金を充当して実施した事業の概要 

 実 施 主 体  

 実施日（期間）  

 実 施 場 所  

 事 業 概 要 

 

 

 

 
地 域 づ く り の 

成 果 ・ 効 果 

 

 

 

決 算 額 
Ｅ＋Ｇ 

財 源 内 訳 

 Ｅ Ｇ 

   

充当後の積立事業取扱方針 

 積立継続（  年度まで）・ 廃止 

 
廃止する場合は、積立金残高（Ｆ）の処理方法 

 

Ｅ ： 充当した積立金の額 

Ｇ ： その他の財源の額 

 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金         円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 

 

３ 添付書類 

 ⑴ 事業実施が確認できる資料（チラシ・パンフレット、写真、新聞記事等） 

 ⑵ 積立をおこなった場合は、松本市地域づくり推進交付金積立承認通知書の写し 


